大和高田商工会議所９月経済調査
Ⅰ．奈良県内各産業の現況　　　　　　　　　　　　　　　　
「地元産業の現況」

今月は、南都経済研究所のレポート「地元産業の現況」から、奈良県内主要産業について現況を概観してみる。これは、県内主要業界について順次、主要指標や事業所ヒアリングを元にレポートしているもので、今回は、以下の業種について8月～9月にかけて調査したものである。
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繊維関連産業

（レッグウェア）

　経済産業省が発表した「生産動態統計」によると、2017年1月～6月のパンティストッキングの生

産数量は66,530千点と、前年同期比3.9％減少。そうした中でも着圧ストッキングは機能面の付加価

値が人気を集め好調を維持。年間を通じて安定需要があることも同商品の長所。

　最低賃金引き上げなどコスト上昇の一方で製品価格への転嫁は進んでおらず、工場レイアウト最

適化、職員の多能工化、電力会社変更など、各社様々な効率化・コスト削減に取り組んでいる。

プラスチック

製品

製造業

　県内プラスチック製品製造業では、各社が多様な製品を扱うことで季節変動による落込みを緩和

する取組みが進んだこともあり、今夏は、閑散期と呼ばれる程の業況の落ち込みは見られなかっ

た。特に除草剤の需要が高く、除草剤用の容器メーカーでは、通常5月頃で終わっていた受注が、今

年は7月頃まで続いた。

　復調しているインバウンド消費も、シャンプーや化粧品用ボトルメーカーには追い風となってい

る。また、新興国向けの輸出が伸びていることも、活況の要因とみられる。新興国では日本製の商

品への信頼度が高く、同じブランドでも現地生産の商品はあまり売れないという。

　原材料価格は、国産ナフサ価格がやや下落し、落ち着いた推移となっている。一方、PET樹脂は、

安価な中国産に対し、政府がダンピングを認定。9月から反ダンピング関税が課せられ、品薄状態に

拍車が掛かっている。

製薬業

　「薬事工業生産動態統計」(厚生労働省)により奈良県の医薬品生産状況をみると、2016年7月から

12月までの半年間の生産金額は220億円で、前年同期比30億2千万円減（前年比12.1％減）となった

（全国：同4.2％減）。内訳をみると、自社製造（102億円）は同7.7％減（全国：同5.2％減）、委

託製造（118億円）は同15.5％減（全国：同2.7％減）となっており、委託製造のウエイトが53.7％

と全国（40.4％）より高くなっている。

　最近の県内企業の状況は、総じて低調に推移している模様だが、個別企業をみると、売上げが伸

びず廃業に追い込まれた企業がある一方で、ＯＥＭ（相手先ブランド）による一般医薬品の製造が

好調なため増収・増益を続ける企業もみられる。

流通小売業

　近畿経済産業局発表の「百貨店・スーパー販売状況」によると7月の奈良県の百貨店・スーパー販

売額(全店ベース､速報)は、前年同月比1.9％減少と前年を下回った。商品別内訳をみると、飲食料

品が0.9％減少、身の回り品が1.8％減少、衣料品が4.3％減少と全て前年を下回った。

　しかし、8月後半から暑さが和らいだことから、「秋物」が売れ始め、9月に入り回復の兆しがみ

られるという店舗もあった。また、「40代以上では、価格に関係なく気に入った商品があれば購入

する客と価格重視で購入する客との二極化が鮮明になってきている」という店舗もあった。

観光産業

　奈良市および周辺主要ホテル9社の客室稼働率（単純平均）は、7月が前年同月比6.4ﾎﾟｲﾝﾄ低下の

71.9％、8月は同0.7ﾎﾟｲﾝﾄ低下の84.2％。宿泊人数は7月が前年同月比9.9％減の47,917人、8月は同

0.5％減の61,533人であった。

　客室稼働率は低下しているものの、8月は85％近くの客室稼働率を保ち宿泊需要は旺盛であった。

　「第32回国民文化祭なら2017」と「第17回全国障害者芸術・文化祭なら大会」が、9月1日～11月

30日まで一体で開催されている。奈良県下の市町村で音楽、美術、伝統芸能など地域の特色を生か

したイベントが実施されており、文化の力で奈良を盛り上げている。

木材関連産業

（国産材）

　国土交通省「住宅着工統計」によると、2017年7月の木造住宅の新設着工戸数は前年同月比2.1％

減で、19か月ぶりの減少。また、林野庁「主要木材の需給見通し」によると、2017年第4四半期（10

～12月）の需要は、国産材製材用丸太は前年同期比横ばい（300万㎥）、同合板用丸太は前年同期比

増加（96万㎥）の見通し。

　こうした中、県内の中小製材業は、取引先の多品種・小ロット・短納期ニーズに応えることで信

頼関係を構築し、生き残りを図っている。新築需要の減少に応じ中古住宅向けの別注材に対応する

メーカーでは、新築向けよりも多い加工工数の削減が課題となっている。

　家具や工芸品等、新たな分野への需要開拓を図るメーカーもある。特に年輪幅が狭く揃った柾目

の美しさでブランド力をもつ吉野材は、桶やぐい呑み等、優れた工芸品の素材として人気が高い。

これらを製造する職人等との連携により、吉野材のもつ魅力のさらなる発信が期待される。


■緩やかな景気回復の中でひっ迫する雇用情勢　
1

